
ニュートン線

「ある直線が△の辺，，またはその延長とそれぞれ，，で交

　わり，線分，，の中点をそれぞれ，，とする。このとき，点
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　，，は直線上にある」

　どの本も互いに交わり，どの本も共通の交点をもたない，相異なる本の直線

によって決定される図形を完全四辺形という。つの直線，，，を完

全四辺形の辺，，，，，，を頂点，線分，，を対角線という。

このとき，上の定理は次のように表現される。

　　　「完全四辺形のつの対角線の中点は直線上にある」

対角線の中点，，を含む直線を完全四辺形のニュートン線という。

証　明

　△と直線にメネラウスの定理を用いると
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　辺，，の中点をそれぞれ，，とする。

点，，については，△と△に中点連結定理を用いると，

であるから，点，，は直線上にあり
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同様にして，点，，および点，，はそれぞれ直線上にあり
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①，②，③により
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　△の辺または延長上の点，，について，④によりメネラウスの定理

の逆が成り立つから，点，，は直線上にある。　　　　　　　（証明終）



この定理は次のようにも表現される。

　「四角形の対辺，の延長が交点をもち，対辺，の延

　　長が交点をもち，線分，，の中点をそれぞれ，，とする。

　　このとき，点，，は直線上にある」
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ベクトルによる証明

　点を基準として，位置ベクトルを
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ただし，，は＞，＞となる実数で

ある。を実数として
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とおくと，と直線についてメネラウスの定理を用いて
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したがって　  　すなわち，点，，は直線上にある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（証明終）


